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新中期経営計画の総括

２００５年３月期～２００７年３月期

基本方針

より高い「収益性」「健全性」「透明性」をめざす

目標はほぼ達成の見通し



計
画
内
施
策

計
画
外
施
策

１．主な実施施策

ＫＡＭＩ（アメリカ工場）の閉鎖 国内ピアノ生産拠点を
竜洋工場へ統合

第３次ＫＩ工場拡張と第２工場取得

カワイ表参道リニューアル

国内管弦打楽器からの撤退

音楽教室の統廃合

金属事業への生産設備投資

環境衛生事業の譲渡

優先株式の発行

国内生産工場跡地の売却

新株予約権付社債の発行と転換完了

０５/３期 ０６/３期 ０７/３期

中国市場での拡販

（買取消却）

≫ 転換社債発行により０７/３期に計画外施策を集中実施

第２次ＫＩ(インドネシア工場)拡張

国内関係会社の再編（２２社→９社）

国内三位一体営業体制構築

1

着
実
な
成
長
へ
の
基
盤
が
つ
く
ら
れ
た



０４/３期 ０７/３期

実績 計画 見通し 計画比 ０４/３期比

△４０

△４

０.４

８.３

△１７

△８５

△２４

９.６

１７.４

９７.０

△７９

△１４５

７０８ ６６８

営 業 利 益 １７.４ ３１ ２７

経 常 利 益 ７ ２４ ２４.４

当 期 利 益 △７０ １８.７ ２７.０

総 資 産 ４６５ ４０３ ３９２

７７１６２

売 上 高 ６９２

有 利 子 負 債 ２２２

２．計画と実績

◆売上高は当初計画に達しないものの、経常利益、当期利益は
当初計画をほぼ達成

◆有利子負債は当初計画を大幅に上回って圧縮が進む

≫ 利益計画はほぼ達成、有利子負債は大幅圧縮

〔単位：億円〕
０７/３期 連結損益計画と見通し
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26

28

30

３．セグメント別売上・営業利益比較

営業利益

売上高

630

640

650

660

670

680

690

700

710

720

０４／３期実績 ０７／３期見通し

692

楽器

▲21

教育
関連

素材
加工

情報
関連

その他

▲9

50 ▲27

▲17 668

17.4

楽器

1.6

教育
関連

情報
関連

他

1.6

7.7

▲1.1
▲0.2 27

素材
加工

０４／３期実績 ０７／３期見通し

〔単位：億円〕

〔単位：億円〕

セグメント 04/3期 07/3期

情報関連 53 26

そ の 他 21 4

楽 器 344 323

教育関連 205

69

692

196

素材加工 119

合計 668

セグメント 04/3期 07/3期

情報関連 0.2 △0.9

そ の 他 △0.1 △0.3

楽 器 8.4 10.0

教育関連 6.5

2.4

17.4

8.1

素材加工 10.1

合計 27.0

≫ 素材加工事業が売上・利益ともに大きく貢献

環境衛生
事業譲渡

▲12

管弦打楽器
販売の撤退

▲8

3

主力３事業で全て増加
→利益志向へ



620

630

640

650

660

670

680

690

700

４．地域別売上比較

売上高

０４／３期実績 ０７／３期見通し

692

日本

▲37

北米 欧州

中国

その他
▲7 9

9 668

〔単位：億円〕

地域 04/3期 07/3期

中 国 11 20

そ の 他 19 21

日 本 521 484

北 米 112

29

692

105

欧 州 38

合計 668

北米
66%

その他
11%中国

6%

欧州
17% 北米

57%

その他
11%

中国
11%

欧州
21%

海外地域別売上高比率

０４/３期 ０７/３期見通し

売上高
171億円

売上高
184億円

2

≫ 欧州・中国の伸長により、海外売上８％増加

海外売上
８%増

楽器事業
▲34

▲3

4

海外は楽器事業のみ

教育・素材・
情報・他事業



５．第２次中計に向けた課題

①売上の伸び悩み

国内楽器販売、教育事業に収益
性重視の施策を行ったため、売上
が伸び悩んだ。

②生産投資効果の未実現

国内ピアノ工場の統合、海外移転
により一時的な生産ロスが発生した。

③企業体質の改革に遅れ

新人事制度、ＩＴの活用など一部の
検討に遅れが生じた。

強みを生かし、成長分野
を伸ばす

生産ロスを解消し、投資効
果の極大化を図る

導入が決定し、次期中計
より実施

≫ 着実な成長戦略への転換が課題

5

第２次中期経営計画に向けて



第２次中期経営計画の概要

２００８年３月期～２０１０年３月期

～ 着実な成長戦略への転換 ～



１．基本方針

③恒常的な利益確保

安定的に利益を確保し、株主への利益還元により、企業価値の向上を図る

①経営構造の革新
自立型組織体制の構築と情報システム整備により、経営構造を事業単位に
明確化し、外部環境変化に迅速に対応する

②持続可能な成長
強みを最大限に生かし、成長分野への経営資源の投入により、主力３事業
（楽器・教育関連・素材加工）で着実な成長を図る

企業スローガン 創立８０周年記念マーク

≫ 創立８０周年を機会とし、新生カワイのスタートとする

6



①自立型組織体の構築

②ＥＲＰの導入によるスピード経営の実現
・複雑化・分散化した基幹系システムを、ＥＲＰ（統合基幹業務パッケージ）
導入によって統合し、 経営の効率化をめざす

２．経営戦略

≫ 組織と情報システムの再構築により、業績把握を迅速化

グローバル化した生産、販売活動において外部環境
変化にタイムリーに対応する経営体とする

※

・事業セグメントごとに経営体として自立可能な組織を構築

③新人事制度の導入

・特に人材育成の強化、技能伝承の課題解決に注力する。

7

・第２次中期経営計画達成のため、新たな人事制度を導入する。

※ERP：Enterprise Resource Planning



３．事業環境認識

≫ 事業機会を捉え、成長分野へ経営資源を投入

8

事業環境認識 当社の事業機会

国 内 市 場
消費構造の二極化が進む

消費者購買ルート・形態の多様化

高付加価値製品の拡大

インターネット利用拡大

北 米 市 場

欧 州 市 場
インドネシア・中国製増加により低額化が進む

中東欧は経済成長に比例し市場拡大
販売網拡大

中 国 市 場
ピアノ市場の伸びが鈍化し競争激化

電子ピアノ市場は拡大基調

さらにブランド力を浸透させ販売拡大

普及価格電子ピアノが拡大

音 楽 教 室

体 育 事 業

金 属 事 業

塗 装 事 業

音 響 事 業

インドネシア・中国製増加により低額化が進む

電子楽器量販ルートが拡大
価格競争力のある普及価格商品拡大

省エネ志向により電気部品の高性能化が進む

銅価格高騰により軽薄短小に拍車

当社の高品質異形圧延加工技術の利用範
囲拡大

高級自動車販売は堅調に推移 内装パネル需要堅調

素材加工

事業

一次取得者向けマンション好調 楽器演奏以外の防音室の用途拡大

少子高齢化・団塊の世代の大量退職 幅広い年齢層の教育機会が増加
教育関連

事業 厚生労働省による「国保ヘルスアップ事業」 「介護
予防事業」の推進強化

健康増進事業の拡大

情報関連
事業

ダウンサイジング化、ＰＣ機器の低価格化
ソフトを中心に東海地区地元企業における
情報化促進

楽器事業



アコースティックと電子両方の技術

全国に直営の販売網、音楽・体育教室

音楽・体育教育のソフト事業のノウハウ

４．コア・コンピタンス

≫ 楽器開発技術、直営組織、教育ソフトに強み

音響

コンピュー
タ

ミュージック

金属 塗装

電子
楽器

ピアノ

音楽関連
事業

体育関連
事業

音楽
教室

健康
増進

体育
教室

素材加工事業

教育関連事業

楽器事業

情報関連事業

情報

9

強みの活用を軸に事業戦略を構築

創立時よりめざす「世界一のピアノづくり」
から派生した技術、ノウハウに強み



５．楽器事業 １）生産体制

組立工場 施策 主要仕向地

日本 竜洋工場
ユニットセル生産

方式の更なる進化
全世界

インド

ネシア

カワイインドネシア

第１、第２工場

投資効果の極大化を
めざしコストダウン

北米・欧州
ピ
ア
ノ

ピ
ア
ノ

中国 ＯＥＭ生産 生産拡大 中国・欧州

電
子
ピ
ア
ノ

電
子
ピ
ア
ノ

日本

インド

ネシア

メルヘン楽器
高付加価値モデルに

特化
全世界

ＯＥＭ生産 自社工場へ一部移管 全世界

≫ 電子楽器の海外生産への投資を実施

10

※メルヘン楽器：電子楽器製造子会社

※

現在インドネシアの電子楽器自社工場候補を調査中



①二極化需要への対応

③ハイブリッド商品の開発強化

≫ 鍵盤楽器に特化し、市場ニーズに合わせた戦略を強化

・高級グランドピアノＳＫシリーズの増産体制、営業
体制を確立し、カワイブランドの浸透を図る

・インドネシア工場への投資効果により、普及価
格帯の製品競争力を高め、シェアアップを図る

５．楽器事業 ２）重点戦略

・消音ピアノ、響板スピーカー付電子ピアノなどの
開発強化

11

②電子楽器事業（電子ピアノ）の
強化
・インドネシア自社工場（ＯＥＭと平行生産）による
生産増

グランドピアノ
ＳＫシリーズ

・国内、海外ともに販売網を強化

画期的な響板スピーカー搭載 電子ピアノCA91



◆ＣＲＭ導入による顧客サービスの向上

５．楽器事業 ３）国内市場

◆準旗艦店（名古屋ショップ他）リニューアル

◆インターネットの利用促進

≫ 顧客ニーズを的確に把握し、顧客満足度向上を図る

12

◆電子ピアノ家電販売ルートの拡大
0

50

100

150

200

07/3期 10/3期

133

(億円)

139

売上計画

◆女性営業・技術職の積極的採用

カワイショップ・オンラインサイト

ＣＲＭ(Customer Relationship Management)情報システムを
利用し、顧客管理を高度化



0

50

100

150

北米 欧州

07/3期

10/3期

５．楽器事業 ４）北米・欧州市場

≫ ルート開拓、販売網拡充によりシェアアップ

13

プロフェッショナル・ステージピアノ MP8
（写真はBelle＆SebastianのChris Geddes氏）

売上計画

122

105

43
38

(億円)

◆インドネシア製ピアノのラインナップ拡充

◆好調な電子ピアノの売上をさらに伸長

◆電子楽器量販ルートへの取り組み強化

◆中東欧での学校販売を強化するとともに、
販売網を拡充

北
米

欧
州



◆ＳＫシリーズを軸に学校販売を強化し、
カワイブランドの浸透を図る

５．楽器事業 ５）中国・その他市場

≫ 市場拡大と新規開拓により売上増を図る

売上計画

31

20

14

(億円)

◆現地販売会社と提携し、カワイ音楽教
室を開設

0

10

20

30

40

50

中国 その他

07/3期

10/3期

23
21

アップライトピアノ
Ｋシリーズ

◆市場拡大地域（アジア・大洋州等）に
おける販売拡大

カーボンファイバー入り樹脂採用

中
国

そ
の
他

ウルトラ・レスポンシブ・アクションⅡ



複合型教室（大人と子供、音楽と体育の
コラボレーション）の展開

①音楽教室新設による生徒数増

６．教育関連事業 １）音楽教室事業

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

07/3期 10/3期

0

5

10

15

20

教室数 生徒数

３年間で１５０教室新設
→ 生徒数１５万人（＋１万人）へ

≫ 直営音楽教室生徒数１５万人をめざす

②個人ピアノ講師のネットワーク化
カワイ音楽教育研究会の会員増により
当社音楽教育理念の浸透を図る

③顧客のニーズに合わせた教室展開

0

50

100

150

200

07/3期 10/3期

162152

(億円) 音楽教室事業
売上計画

15

(箇所) (万人)

15
14

5000 5080
カワイ音楽教育研究会・・・個人ピアノ講師によって組織され

る当社の音楽教育研究サークル



①年少人口の健康づくり

②生産年齢(成人)人口の健康づくり

≫ 全年齢を対象としたトータルな健康づくり支援をめざす

③老齢人口の健康づくり

幼保向け体育教室拡大

厚労省国保ヘルスアップ事業の支援
→公共施設における健康教室２００ヶ所開設

厚労省が推進する地域の介護予防事業への
支援
→筑波大学と共同開発した介護予防
プログラムの提供

６．教育関連事業 ２）体育事業

0

20

40

60

80

07/3期 10/3期

5044

(億円) 体育事業
売上計画

16

0

1000

2000

3000

4000

5000

07/3期 10/3期

0

2

4

6

8

10

教室数 生徒数
(箇所) (万人)

5.5
4.9

3000

3800

音楽教室との連携により、公共施設における
体育教室拡大



７．素材加工事業 １）金属事業

≫ 異形圧延設備の投資により、生産能力増強を図る

0

50

100

150

07/3期 10/3期

カワイ精密金属株式会社 浜松工場

異形圧延 Ｖミル工程

100

82

(億円) 売上計画
関連会社：カワイ精密金属株式会社

①設備導入により生産能力増強

②加工技術の利用分野拡大
半導体向け金属加工から、家電向け、並びに自動
車向け（端子・ＣＶＴ変速機用金属材料等）の加工
へ当社技術の利用分野拡大

17

浜松工場・松本工場の設備投資を行い、生産能力
の増強を図る



７．素材加工事業 ２）塗装事業

≫ 設備投資と改善活動により原価低減、利益確保を図る

②改善活動推進による原価低減

③塗装方法の改良

0

10

20

30

40

50

07/3期 10/3期

35

29

(億円) 売上計画

①設備導入による品質安定化

関連会社：株式会社カワイハイパーウッド

自動車用内装パネル

18

中郡工場塗装ラインへの設備投資を行い、生産能力
の増強と、さらなる品質の安定化を図る

品質・工程改善活動を推進し、原価低減を図る

さらなる品質向上と利益率確保のため、塗装
方法の改良を推進する



７．素材加工事業 ３）音響事業

≫ 提案型営業による販路開拓で売上拡大をめざす

②公共施設・企業向け防音室の用途
開拓

実績のある聴力検査室、カラオケ、工場内機械
防音室等に加え、新たな用途開拓

カワイ防音・音響システムルーム「ナサール」
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07/3期 10/3期

10
8

(億円) 売上計画
関連会社：株式会社カワイ音響システム

松川邸サロンホール
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①個人顧客のニーズに合わせた防音
室の提案

デザイン・性能・用途（高遮音、寝室、ＡＶルーム、書斎等）
など特徴のある商品の提案により売上拡大を図る



８．情報関連事業

≫ ハードウェア中心から、ソフトサービス事業へシフト

①ソフトサービス事業にシフト
ハードウェア販売中心からネットワーク、セキュリティ、保守・
サポートまでを一貫して顧客に提供できる体制の構築

②地域に密着した営業活動を展開
中小企業向け生産・販売管理支援ビジネスの強化
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07/3期 10/3期

2626

(億円) 売上計画

製販統合管理システム
ソフトウェア

Ｗeb対応グループウェア
「Ｗebly Ｇo」

関連会社：株式会社カワイビジネスソフトウェア
（日本IBMのビジネスパートナー）
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９．ＣＳＲ経営に向けた取り組み

≫ ＣＳＲ経営の推進により企業価値を向上させる
※

①法令順守
企業倫理室を主体に、コンプライアンスの強化施策（教育システム作成とその実施、
相談、情報提供など）を、国内部門から海外部門まで徹底。

②内部統制
２００９年３月期からの内部統制報告書提出へ向け、規程類の整備、業務プロセス
文書化などを準備するとともに、ＥＲＰ導入による内部統制機能強化。

③環境への配慮

④社会貢献
創立８０周年の記念事業としてインドネシアで
の植林活動、竜洋工場内への植樹等を計画

創立８０周年の記念事業としてインドネシアで
の植林活動、竜洋工場内への植樹等を計画

ＣＯ２排出量を現在より１５％削減、廃棄
物排出量１５％削減等の２００９年目標を
盛り込んだ環境計画を実施

“森の中の緑の工房” 竜洋工場
竜洋工場敷地内には約25,000本の木が植えてあり、年間約300tonの
CO２吸収（当社全排出量の2%）に貢献しています

21

※ＣＳＲ（Corporate Social Responsibility）

：企業の社会的責任



１０．連結業績目標 １）損益計画

０７/３期 ０８/３期 ０９/３期 １０/３期

見通し 利益率

６６８ －

４.０%

３.７%

当 期 利 益 ２７.０ ４.０% １５ ２０ ３０ ４.１%

２７

２４.４

２,４００人

計画 計画 計画 利益率

７４０

４０

３７

２,１００人

７０２ －

営 業 利 益 ２５ ３０ ５.４%

経 常 利 益 ２２ ２７ ５.０%

人 員 計 画 ２,３００人 ２,２００人

売 上 高 ６７５

≫ 最終年度売上高７４０億円、営業利益４０億円をめざす
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営業利益率

新中期経営計画 第２次中期経営計画第２次中期経営計画

（億円）
683 667 675668 702 740

3.2%
3.7%

4.0%
3.7%

4.3%

5.4%
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〔単位：億円〕



営業利益
減の内訳

〔単位：億円〕

〔参考〕 ０７/３期 → ０８/３期 営業利益減の内訳
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15

17

19

21

23

25

27

29

０７／３期見通し ０８／３期計画

２７億円

新人事制度
導入

▲2

情報化
投資

▲1
▲1

２５億円

＋2

法人税法
改正

事業利益

情報化投資

新人事制度の導入

法人税法改正

▲２億円

▲１億円

▲１億円

：ＩＴ導入費用

：賃金是正等

：残存簿価5％となっている固定資産の100％償却

＜営業利益 ▲２億円負担増の内訳＞

▲２億円合計

事業利益の増加 ＋２億円 ：楽器製造原価の改善等
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35

40

45 楽器事業は前期まで
のピアノ工場への投資
効果を見込む

営業利益

売上高
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０７／３期見通し １０／３期計画

668 楽器

29 教育
関連

素材
加工

情報
関連

その他
16

26

0 1

740

27 楽器

7.5 教育
関連

情報
関連

その他
2.4

2.7 0.9 ▲0.5

40
素材
加工

０７／３期見通し １０／３期計画

〔単位：億円〕

〔単位：億円〕

セグメント 07/3期 10/3期

情報関連 26 26

そ の 他 4 5

楽 器 323 352

教育関連 196

119

668

212

素材加工 145

合計 740

セグメント 07/3期 10/3期

情報関連 △0.9 0.0

そ の 他 △0.3 △0.8

楽 器 10.0 17.5

教育関連 8.1

10.1

27.0

10.5

素材加工 12.8

合計 40.0

１０．連結業績目標 ２）セグメント別損益

≫ 主要セグメント営業利益率５％以上をめざす

11%増

48%増
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北米
55%

その他
11%

中国
14%

欧州
20%

北米
57%

その他
11%

中国
11%

欧州
21%

売上高 〔単位：億円〕

地域 07/3期 10/3期

中 国 20 31

そ の 他 21 23

日 本 484 521

北 米 105

38

668

122

欧 州 43

合 計 740

海外地域別売上高比率

０７/３期見通し １０/３期計画

売上高
219億円

620

640

660

680

700

720

740

760

０７／３期見通し １０／３期計画

668
日本

37

北米

欧州
中国

その他
17

5
11

740

2

≫ 全ての地域で売上拡大。海外売上は３年間で１９％増

売上高
184億円
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１０．連結業績目標 ３）地域別売上高

海外売上
１９%増

海外は楽器事業のみ

楽器事業
▲6 ＋43

教育・素材・
情報・他事業



１０．連結業績目標 ４）財務指標

０７/３期 ０８/３期 ０９/３期 １０/３期

見通し 計画 計画 計画

自 己 資 本 １２８ １３９ １５５ １８０

８２８５ ６０

４２７ ４３０４０３

有 利 子 負 債 ７７

総 資 産 ３９２
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自己資本比率

≫ 有利子負債６０億円、自己資本比率４０％超をめざす

新中期経営計画 第２次中期経営計画第２次中期経営計画

（億円）

78

153

77 85 82

60

42.0%

36.3%
32.6%

28.1%

12.7%

34.5%
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（単位：億円）



１０．連結業績目標 ５）投資計画

セグメント 設備の内容 ０８/３期 ０９/３期 １０/３期 計

４.５

１.１

４.３

１０.２

０.３

２０.４

２０.１
楽 器 事 業

３.８

１３.０

２７.３

１２.４

７６.６

生産設備（インドネシア
電子ピアノ工場他）

ショップリニューアル

音楽教室の新設・改装

生産設備（金属・塗装）

情報化投資他

４.１ １１.５

０.９ １.８

教育関連事業 ３.９ ４.８

素材加工事業 ８.０ ９.１

そ の 他 事 業 ７.８ ４.３

合計 ２４.７ ３１.５
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設備投資額

減価償却費13
15 16

（億円）

20.4

31.5

24.7

新中期経営計画 第２次中期経営計画第２次中期経営計画

11.59.710.3

28

18.9

8.8

27

（単位：億円）

≫ 成長分野と経営構造改革への投資実施



基本方針

配当性向 ２０％以上をめざす

今後、当社の事業活動に重大な影響を与える経営環境

の変動がないことを前提に、２００７年３月期は５円の期

末配当を行います。

１１．株主還元方針

28

≫ 計画遂行により安定した利益を確保し、株主利益還元を図る



この資料には、当社の現在の計画や業績見通しなどが含まれております。それら将来の計画

や予想数値などは、現在入手可能な情報をもとに、当社が計画・予測したものであります。実

際の業績などは、今後の様々な条件・要素によりこの計画などとは異なる場合があり、この資

料はその実現を確約したり、保証するものではございません。

ー お問い合わせ先 ー

〒430-8665 浜松市寺島町200 ㈱河合楽器製作所

経営企画部 広報課 森口 Tel 053-457-1226
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